
「千葉市中央区８０・５０を考える会」

令和5年度中間報告会 活動報告

令和５年１０月３０日



８０５０問題とは

80代の高齢の親と、50代の働いていない子どもが

外になかなか助けを求められないまま過ごし、

親が介護状態になったり、亡くなったりした後に、

子どもが生活できなくなる問題

このような状況の方を中央区から一人でも減らしたい！

→中央区80・50問題を考える会を立ち上げました



参加メンバー
・千葉市こころの健康センター

・千葉市あんしんケアセンター

・千葉市ひきこもり地域支援センター

・中央区障害者基幹相談支援センター

・民生委員児童委員協議会

・千葉市生活自立・仕事相談センター中央

・千葉障害者キャリアセンター

・地域活動支援センター オリーブ亥鼻



目的

8050問題を抱えるご家庭を早期発見し、

地域で支える仕組みづくりを行う

１．困りごとを相談できる地域づくり
２．問題解決のための支援体制づくり



令和５年度活動計画
１．困りごとを相談できる地域づくり

①市民向け講演会（継続）

②町内自治会を対象にした地域勉強会 （継続）

２．問題解決の支援体制づくり

①専門職向け研修会の実施（継続）

→民生委員・ケアマネージャー・相談支援専門員向けの勉強会

②支援につながっていない人への対応を検討



活動実績
第1回 4月 ２１人 今年度の活動内容、講演会の検討

第2回 5月 １３人 事例検討、講演会の検討

第3回 6月 １２人 事例検討、講演会の検討

第4回 7月 １６人 専門職向け勉強会打ち合わせ

7月28日 ９２人 専門職向け勉強会

【8050問題の基本理解と支援者連携について】

第5回 8月 １８人 講演会の検討

第6回 9月 １８人 講演会準備

9月30日 １５２人 市民向け講演会

【8050問題を考える会講演会 それぞれのきっかけ～事例をもとに～】

第7回 10月 １５人 講演会振り返り



専門職向け勉強会（7月）

8050問題の基本理解と

支援者連携について（オンライン）

◆ 講師：大正大学名誉教授 近藤直司先生

◆ 対象：あんしんケアセンター職員 ・ ケアマネージャー

各区基幹センター職員 ・ 相談支援専門員

その他8050家庭の支援に関わる方

◆ 参加者：92名



市民向け講演会(9月)

8050問題を考える会講演会
それぞれのきっかけ～事例をもとに～

第１部 つながるきっかけ～事例をもとに～
千葉市ひきこもり地域支援センター 平田智子氏

第2部 ８０５０問題とスティグマ～なぜ支援を拒否するのか～
千葉市こころの健康センター所長 稲生英俊氏

第3部 支援者座談会 支援のターニングポイント



参加人数など

◆ 参加人数

会場88人、オンライン 64人

【合計152人】

◆ 個別相談

千葉市ひきこもり地域支援センター ２人

中央区障害者基幹相談支援センター/千
葉障害者キャリアセンター １人



今後の活動予定
１．困りごとを相談できる地域づくり

①町内自治会を対象にした地域勉強会 （継続）

２．問題解決の支援体制づくり

①専門職向け研修会の実施（継続）

→民生委員・ケアマネージャー・相談支援専門員向けの勉強会

②毎月の事例検討会（継続）

→事例集、スキーム作り、掘り起こしの方法を探る



今後の活動予定

第８回 １１月 地域向け勉強会、支援者向け勉強会について

第９回 １２月 支援者向け勉強会

第１０回 1月 今後の活動について検討

第１１回 2月 地域向け勉強会

第１２回 3月 今後の活動について検討



付帯条件に対する取り組みについて
１．市関係部署と連携・協力し、事業に取り組むこと

・市民向け講演会について、地域振興課の協力を頂き、中央区自治会長
宅へ案内を送付することができた。そのおかげで、11地区の方から連絡を頂
き、回覧板にて配布して頂けた

・市民向け講演会へ千葉市の後援を頂いた

・市民向け講演会・座談会に、行政からとして中央区健康課の方にも登壇
して頂いた

・８０５０家庭のケースの相談を、行政からも頂くようになった



ご清聴ありがとうございました


